
１月２４日（水）「（公財）あしたの日本を創る協会」主催の「自治会町内会講座」に行ってきました。テ

ーマは、①自治会町内会の課題と求められること、②自治会町内会活動を活発化させるために、③自治会・

町内会活動の悩みを、思いを語ろう、の３テーマ構成でした。

その中で、特に感動した発表がありました。

それは、今多くの自治会・町内会が悩み、直面しているのは、

「自治会の会員減少、会員の高齢化、役員の担い手不足、若者

の自治会離れ」ではないでしょうか。

そして、私がこの発表で感動したのは、僅か３６歳の現役会

社員が仕事をしながら、スタートは何とかしなければという行

きがかりにかられ一人で取り組み始め、壊滅状態の自治会を再

生している発表でした。

この自治会を仮にＡとしましょう、団地自治会で２０００世

帯あり、自治会会員は、２０１０年６３３名⇒２０１７年４３

６名迄減少、そして外国人住民も増加している中、２０１４年

にこの団地に移り住んで役員になり、総会に出たところ会長以

下役員６名に対し、総会出席者が僅か３名という（あとは委任状・欠席者と思われる）写真をまず見せられ

ました。また、同じく写真のように以前３０名いた役員も発表者が役員になる前の２０１３年には、僅か６

名に激減したと言うことです。

そして彼がこの状態にショックを受け取り組んだことは、２０１４年から団地に住み始め、且つ、自治会

役員として地域の実情を知る中で。自治会だけでの地域作りに限界を痛感して、住民自治を原則に地元内外

の組織や、外部の大学生（ボランテア）と協力しつつ、増える外国住民を交えた地域つくりをすることを考

え、お年寄りから子供までを対象にしたいろいろな自治会活動や、イベントにボランテア学生の力を借り、

自治会の活性化に取り組んでいる事例発表でした。そして、この活動が会員に徐々に認められ２０１７年の

総会は、２０１４年僅か３名の出席者から、３０名にまで増え、現在も目標に向かって活動中であり、２０

１８年の総会はもっと出席者が増えるとのことです。

この事例発表のポイントは、今どこの自治会も抱えている役員の高齢化、なり手不足、取り組む

人がいないため、問題だといいながら減り続ける会員の減少や、自治会活動の衰退に打つ手がない

と言う自治会に、一人で取り組みを始め、一緒に取り組む協力者を外部のボランテア学生にお願い

し、３６歳の若いリーダーのもと、若い発想と若い行動力を取り入れ、自治会を見事再生している

という発表でした。

        Ａ自治会の、現在の自治会活動風景抜粋と学生ボランテアの皆さん

質疑応答で、発表者が何回か辞めたいと思い、眠れない夜も多々あったなどの話を聞き、同じく八

清親和会の再活性化に取り組んできた自身と重ね合わせ、エールを送りたい気持ちでした。

彼の発想は、「材料が無くて嘆くより、自らに問え、夢・知恵・元気！」即ち、地域の中にあるも

のを見直して、なければ地域の外にあるものを探しに行けばよいのではないか！

そして、地域に足りないものを整理（原因調査・分析）した結果、①若い日本人がいない、②住民

の共通項がない（生活習慣・文化・世代差）、③マンパワーもアイデアもない、の“三ない”に集
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約し、学生との協働を模索することにして、見事成功させました。

この講座は定員１５０名でしたが、全国から参加しており、分かっただけでも遠いところでは、

青森・広島県、東京近郊の県からも茨城。埼玉県と多くの人が参加し、いかに自治会運営に悩んで

いるか、また藁でも掴む思いで、自治会を活性化するためのヒントを得たいと参加している真剣な

表情が窺えました。そのため時間が予定より１時間ほどオーバーして終了したほどです。

そしてこの発表を見て、聞いて八清親和会が取り組んできた内容も、決して間違っていなかった

と確信が持てたことです。

八清親和会に於いても、最初の一歩は一人で孤独であっても、だんだん協力者が増え、三浦会長

以下役員で自治会の再活性化に取り組んで５年、５年目の昨年はこの成果が大きく花開き、会員の

皆さんが実感し理解していただけるようになりました。

しかし、まだまだやることがあり、これに慢心せずいろいろ模索していますが、いずれも成功事例

はマンション＝集合住宅の事例の発表が多く、八清親和会のような戸建て中心の地縁自治会の成功

事例にまだ出会っていないのが残念です。あきらめずこれからも、このような事例発表の場に積極

的に参加して、他自治会の良いところ見聞きし、ヒントにして、また実施できるものは取り入れ、

会員が望むさらなる上の「会員のための、会員による。会員が必要とする自治会を」八清親和会は

目指すと共に、会員が胸を張って他の自治会に誇れる自治会にしたいと思っています。

一自治会役員が感じたひとり言です。                       以上


